
 

栃木県市町概要 

 

 

■市花 レンゲツツジ 
市町類型 １－１ R２年国調人口 ３１，１６５人 

財政力指数（R３～R５平均） ０．６４３ 
住民基本台帳 

（R６.３.３１） 

人口 ３０，４１２人 

職員数（R６.４.１） ２４７人 世帯数 １３，３８３世帯 

職員 1人当り人口 １２３人 面積（㎢） １７０．４６ 
 

■市木 ナツツバキ 

■市鳥 キジバト 

■施政方針 

 本市においては、「雇用・経済」を政策の一丁目一番地として取り組んでいく。企業誘致のための受け皿整備や誘致

活動による産業基盤の強化、さらには、販路拡大・商品開発・採用育成支援など、地元企業が抱える共通課題の解決

に向けた伴走支援などを推進するとともに、女性にとって魅力のある雇用機会の確保に取り組んでいく。 

また、安心して子どもを産み育てることができる子育て支援や、生き抜く力を育む教育の充実に取り組んでいく。主

な取り組みとしては、ファミリーサポートセンターのお試し利用、結婚に伴い新生活を始める夫婦を対象としたスタート

アップ支援、本市に移住を考えている子育て世代等の後押しとして移住定住促進通勤支援など、移住・定住も視野に

新たな施策を庁内横断的に展開する。 

さらに、ＤＸ・GX の推進に取り組んでいく。ＤＸの推進については、生成ＡＩやＲＰＡを活用した事務の効率化の推進に

加え、本年４月に開設した矢板市文化スポーツ複合施設の本格稼働に伴い、スポーツ施策を中心とした未来技術の

拠点を創るとともに、市民のライフスタイルに応じた様々なデータを活用し、健康増進や利便性向上をはじめ各種施策

を一体的に推進していく。ＧＸの推進については、令和４年度に策定した「地球温暖化対策実行計画」に基づき、太陽

光など自然環境に負荷の少ないクリーンエネルギーを活用するため、防災拠点として位置付けている矢板市子ども未

来館に再生可能エネルギー設備等を導入し、脱炭素社会への変革を進めるとともに、防災力の強化にも努めていく。 

若い世代が躍動し、先輩方が安心して年齢を重ねられる、全ての世代から選ばれ続けるまち、ふるさと矢板の未来

を切り拓いていく。 

■重要事業 

事業名 予算額（千円） 事業の概要 

新産業団地開発可能性調査事

業 
13,000 

新たな産業団地の整備推進のため、基本計画策

定等を実施する。 

子育て支援事業 10,200 

保護者の子育てに係る負担の軽減やリフレッシュ

を図る。また、病児・病後児の保育を必要とする家

庭の子育て支援を図る。 

小中学校特別教室空調設備整

備事業 
49,500 

安全で快適な学習環境を確保するため、市立小中

学校の特別教室に空調設備を設置する。 

移住定住促進通勤支援事業 2,400 
令和６年度以降に転入し、宇都宮へ電車通勤する

方に支援を行い、移住者の増加を図る。 

デジタル戦略管理事業 31,600 

矢板市文化スポーツ複合施設における「連携基盤

システム」の機能充実及び検証用アプリの機能拡

張を行う。 

新エネルギー利用促進事業 62,300 
公共施設（子ども未来館）への再生可能エネルギ

ー設備等導入と防災力強化を図る。 
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